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新病院に関するこれまでの検討事項と現時点の方向性（案） 

 

検討事項 
基本構想における記載 

（平成２９年３月） 

第１２回在り方検討委員会 

時点の考え（平成３０年３月） 

現時点の方向性（案） 

（平成３０年１１月） 

精神病床（ＭＰＵ）

について 

精神疾患や認知症疾患等を有する救急患

者に対し、救急機能の強化を図るため、例

えばＭＰＵ（精神科身体合併症病床）など、

新たに精神病床の確保を検討します。 

精神疾患や認知症疾患等を有する救急患者

に対応し、救急機能の強化を図るため、リエ

ゾンセンター＊の機能を強化して対応してい

きます。 

【第１２回資料（全体計画）より】 

・一般病床で対応が困難な、精神身体

合併症患者の受入体制を整えられるよ

う、新たにＭＰＵの整備に向け、引き

続き千葉県と協議を進めていきます。 

周産期医療 

について 

今後、地域における状況、医療需要、社会

構造等が大きく変化した場合などは、必要

に応じて、周産期の充実を検討します 

今後、地域における状況、医療需要、社会構

造等が大きく変化した場合などは、必要に応

じて、周産期医療の充実が図れるよう、変化

に対応できる施設計画にすることを検討し

ます。 

【第１２回資料（全体計画）より】 

・今後、地域における状況、医療需要、

社会構造等が大きく変化した場合など

は、必要に応じて、周産期医療の充実

が図れるよう、変化に対応できる施設

計画にすることを検討します。（再掲） 

感染症対策 

について 

感染症については、設計において、対応で

きる構造にすることを検討します。 
記載なし 

・感染症に対応した診察室・病室の設

置、一般患者との接触が避けられるよ

うな動線を確保するなど、感染症患者

に対応できる構造にします。 

＊ リエゾンセンター：精神科リエゾンチーム、サポート・ケアチーム、認知症ケアチームの 3つを合わせた機能。 

            医療センターでは、精神的な疾患を合併している患者（外来・入院）等を、精神科医が主体となる様々な職種のチーム医療で対応している。 

資料２ 
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検討事項 
基本構想における記載 

（平成２９年３月） 

第１２回在り方検討委員会 

時点の考え（平成３０年３月） 

現時点の方向性（案） 

（平成３０年１１月） 

災害医療について 

「災害拠点病院」として、災害時において

も、市民の命を守る病院として必要な機能

を備えます。 

災害拠点病院としての機能を発揮するため、

病院建築には免震構造を採用し、ヘリポート

を設置するなどの整備を行います。 

【第１２回資料（全体計画）より】 

・災害拠点病院として免震構造の採用、

ヘリポートの整備のほか、災害時にも病

院としての機能を継続できるような対策

を講じます。 

・病院内に、災害時に診療が行えるスペ

ースを確保します。 

船橋市及び周辺地域の災害医療の拠点と

して、被災時の医療の継続及び周辺被災患

者の円滑な受け入れに対応します。 

地域医療研修センターは、災害時に診療が行

えるスペースとして活用することも検討しま

す。 

【第１２回資料（全体計画）より】 

予防医学への取り

組みについて 
記載なし 

新病院で充実してほしい医療機能として、 

「人間ドックやがん検診等の機能」を選択し

た方は 31.0％（414人）。 

【市民アンケートより】 

メディカルタウンの中核施設として、予

防医学の観点から、人間ドックの実施等

の取り組みについて検討します。 
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検討事項 
基本構想における記載 

（平成２９年３月） 

第１２回在り方検討委員会 

時点の考え（平成３０年３月） 

現時点の方向性（案） 

（平成３０年１１月） 

市の相談窓口等 

について 

市及び保健・医療・福祉関係者に対して、

急性期医療から回復期医療及び医療から

介護への移行等、予防、診療から介護まで

の幅広い分野の相談を受け付けることを

検討します。 

メディカルタウンの中核施設として、医療分

野に加えて、介護分野に関する手続きや保健

分野に関する相談等が行えるような窓口を検

討していきます。 

【第１２回資料（全体計画）より】 

メディカルタウンの中核施設として、医

療分野に加えて、介護分野に関する手続

きや保健分野に関する相談等が行えるよ

うなワンストップ窓口を設置します。 

新病院やメディカルタウンにあると良い機

能・施設として、「福祉や介護等に関する行政

手続きができる窓口」70.8％（947 人）、「健

康相談などを行うことができる窓口」47.6％

（637人）の回答あり。 

【市民アンケートより】 

・医療、介護等を相談できる窓口があると良い  

・地域包括ケアに関連した情報サービス（特養、  

有料老人ホーム、サ高住など）があると良い。  

・うまく保健所と連携した活動を行えるよう

に工夫した方が良い 

【市民アンケート（自由記載）より】 

 


